
 

 

2014年 3月 18日 

 

 

日本二酸化塩素工業会『二酸化塩素ガス 室内濃度指針値』策定による           

大幸薬品 クレベリン（二酸化塩素事業）の方向性について 

 

 

大幸薬品株式会社（本社：大阪府大阪市西区西本町 1-4-1、代表取締役社長：柴田 高）は、2014

年 3 月 13 日に一般社団法人 日本二酸化塩素工業会が発表した『二酸化塩素ガス 室内濃度指針値』につい

て、当社のクレベリン（二酸化塩素事業）の方向性について皆様にお知らせ申し上げます。 

 

当社は、2011 年の日本二酸化塩素工業会設立当初より、業界の健全な発展のための活動に積極的に参画

してまいりました。 

この度、自主基準『二酸化塩素ガス 室内濃度指針値』が策定されたことで、二酸化塩素ガスを用いた空間

除菌の利用機会の拡大が加速する大きな第一歩ととらえております。 

 『二酸化塩素ガス 室内濃度指針値』は、「二酸化塩素ガスを一生涯にわたって吸い続けても健康への影響

がない濃度」です。これは、家庭用品として製造販売されている、二酸化塩素ガスが発生する製品を安全に利

用するための世界初の取り決めです。 

 

 本指針値を安全性の基本概念として用いることで、企業等から寄せられる二酸化塩素ガス製品の安全性に

ついての疑問を解消でき、二酸化塩素を使った空間除菌に対するニーズがさらに増すと考えています。 

 また、本指針値が「一生涯」の濃度であることを鑑みると、長時間連続して空間除菌をすることが望ましい公

共性の高い施設や病院・老健施設での利用拡大を期待しています。 

  

今後、当社は二酸化塩素による空間除菌製品のリーディングカンパニーとして更なる市場拡大をめざし、既

存のクレベリンシリーズに加え、多様な目的に合わせた新製品の開発にまい進してまいります。 

 

 

＜お客様からのお問い合わせ先＞ 

大幸薬品株式会社 お客様相談係       TEL：06-6382-1095 

※受付時間は、月曜日～金曜日 9:00～17:00（祝日を除く） 


